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第３学年１組 国語科学習指導案

～「武雄のお気に入りの場所を紹介しよう」～１ 単元

「紹介しよう『お気に入りの場所』」（東書３年上）

２ 単元設定の考え方

(1) 教材について

３年生の書くことの学習では，「自分の考えが明確になるように，段落相互の関係を考えるこ

と」や「書こうとする事の中心を明確にしながら，段落と段落との続き方に注意して書くこと」が

求められている。

しかし，この時期の児童の文章には，出来事を羅列的に書いたいわゆる「だらだら文」を見るこ

とが多い。これは，多くの児童が，段落の役割や意味，文章の構成を考えながら書くことのよさや

大切さを，あまり感じていないことによるものだと思われる。

そこで本単元では，身近な地域のよさを他の地域の小学生に伝えるという場を設定し，相手に

分かりやすい文章にするために段落の構成を工夫するという必然性を児童一人一人にもたせなが

ら活動を進めていく。

児童は，紹介したい場所のよさを取材し，内容ごとに段落に分けて文章化する。その後，どの

ような順番で書くか，構成を考える。また，よりよい文章にするための相互交流を行い，友だち

のよさに気付き，自分の文章を見直す。それらの活動を通して，段落の意味や文章の構成を工夫

することの大切さやよさに気付かせたい。

(2) 児童の実態について

本学級の児童は，書くことに対する抵抗をもっている子どもはいない。行事などの感想や，観察

・探険したことの気付きを書かせる際も，その子なりに書きたいことを見つけ書くことができてい

る。

しかし，促音，かぎ，助詞「は」「へ」等を適切に使えない子どもが，５～６人いる。

また，５月教材「知ってもらおう自分のこと」では，自分が紹介したいことを20字～40字の文

章に書き，Ｂ４一枚の紙に新聞としてまとめる学習を行ったが，相手を意識して紙面の構成を工

夫することは十分にはできなかった。このことは，学力検査の「書くこと」の結果で，目的や順

序を考えて書くこと，文章の間違いなどを正すこと，「言語事項」では，句読点の使い方などの

通過率がやや低いことからも分かる。

(3) 指導の在り方について

○ 子ども自身が自分のめあてを明確にもつことができるように，子どもたちにとって必然性のあ

る学習課題を見つけることができるようにする。本単元での伝える相手は，指導者が前年度に担

任した学級（有明南小学校３年１組）の子ども達である。有明南小学校の友だちに，「武雄のよ

さを伝えよう」という場を設定する。また，単元の導入では，「紹介の文章」の例を示し，一人

一人に，本単元の学習で「～のような作文を書けるようになりたい。」というめあて意識をもた

せたい。

○ その場所のよさをうまく伝えるために，取材・叙述した内容の並べ方を工夫させたい。そのた

めに，導入で用いた例文を順序を入れ替えて示し，例文の文章構成のよさを参考にして，文章の

アウトラインをしっかり考えさせていく。

○ 一つ一つの文章をすっきり書けるようにさせたい。そのために，ミニ作文を書き上げた後に，

主述の関係，促音やかぎ，助詞「は」「へ」の適切な使い方などに着目するような視点を示して

推敲を行わせる。

３ 単元の目標

○ 紹介したい場所のよさや楽しさ等が読み手に伝わるように，文章の構成を考えることができる。

○ 比喩や擬態語などの様子を表す言葉を使って，文章を書くことができる。
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４ 単元の評価規準

ア 国語への関心・意 ○ 紹介したい場所のよさや楽しさについて調べたり，相手に分か

欲・態度 りやすい「紹介の文章」を書こうとしたりしている。

イ 書く能力 ○ 自分の伝えたいことがよく分かるように，段落の並べ方を工夫

して「紹介の文章」を書いている。

ウ 言語についての ○ 紹介したい場所のよさや楽しさを表現することばを工夫して文

知識・理解・技能 を書いている。

○ 句読点を適切に打ち，段落のはじめなどの必要な箇所は改行し

て書いている。

５ 単元の授業過程

◆おおむね満足できる状況へ導く手立て

◇十分満足できる状況へ導く手立て

次 時 学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準 評価の生かし方

①これまでの学習をふ ○自己紹介の新聞を書い ○「紹介の文章」の ◆「まねしてみたいと

り返る。 た学習を想起させる。 よさに気付き，自 ころ」を探して，そ

②学習モデルをもとに ○例文を示し，どのよう 分の文章の型や学 れをめあてにするよ

「紹介の文章」の内 な記述が優れているか 習のめあてを決め う助言する。

容構成を学ぶ。 考えさせる。 ている。 ◇紹介したい場所に合

③学習課題，学習計画 ○例文を参考にして，個 【関・意・態】 わせて，めあてを選

１ について話し合う。 人のめあてをもつこと 択し，どのような表〈発言・ワークシート〉

ができるように話し合 現になるか考えるよ

いを進める。 う助言する。●むずかしそうだなあ。

学習のめあてを決めき

れないよ。

○比喩や会話文を入れた

りして，分かりやすく書

きたいな。一

①題材について知って ○実際に取材に行く前の ☆自分が紹介したい ◆児童と対話しながら

いることを想起し， 知っている情報で，材 ことについての材 材料を見つけるため

イメージマップを書 料集めをさせる。 料を集めている。 の助言をしたり，同

く。 【書くこと】 じ題材で考えている

その中から紹介した 〈発言・ノート〉 子や，その場所につ

いことを選ぶ。 いて詳しい子と話す

２ ②取材計画を立てる。 ○取材の内容や方法につ よう促したりする。●紹介したい場所につい

・取材の内容や方法 いて，具体的な見通し ◇一つ一つの項目につて，あまり思いつかない

について考える。 をもたせる。 いて，詳しく思い出よ。

してみるよう助言す○５～６個思いついたか

る。ら，大丈夫だよ。
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○計画を基に取材に出 ○紹介したい場所が近い

かける。 子ども同士でグループ

を作り，グループ別に（総合的な学習の時間

取材に行かせる。で行う）

①取材した内容を整理 ○一つの項目を，一枚の ☆項目ごとにミニ作 ◆取材内容を整理し，

し，項目別にミニ作 ワークシートに書かせ 文を書いている。 書きたい内容をもう

文を書く。 る。 【書くこと】 一度確認するよう助

②ミニ作文を書き終え ○構成を考える際に，何 〈ミニ作文〉 言する。

る毎に，次の観点で 度も並べ替えができる ◇書き上げた作文が，

３ 見直しをする。 ように，付箋紙に段落 自分のめあてに沿っ●取材した内容を羅列し

・自分のめあてに合 のタイトルを付けるよ ているか確かめさせて書いており，内容が分

った文章が書けて うに指示する。 る。かりにくい。～

○次々に，ミニ作文を書いるか。

き上げている。５ ・表記上の誤りがな ○例文に表記の誤りを見

いか。 つける視点を示す。

③ミニ作文を並べる順 ○段落のタイトルを書い

序を考え，段落のタ た付箋紙を，ワークシ

イトルをワークシー ートに貼らせる。

トに貼っていく。

①前時に記入したワー ○文章全体の構想を持た ☆相手に分かりやす ◆一番伝えたいことを

クシートをもとに， せるためのワークシー い文章にするため 書いているミニ作文

文章の組み立てを考 トを用意し，自分が最 に，段落の並べ方 を選ばせ，その前後

える。 も伝えたいことを再確 を工夫している。 にどの作文を並べる

二 認させる。 【書くこと】 か考えるように助言

６ ○例文に倣って，文章構 〈ワークシート〉 する。

成を考えるよう指示す ◇他の並べ方も試させ・好きなものから順に並（

る。 て，どちらがいいか本 べる。 ●例文と自分の作文を結

考えさせる。時 ・入り口から順序よく並 びつけてイメージでき

ない。べる。）

○自分の意図に従って，

並べ方を決めている。

①書き出しや結びの文 ○原稿用紙の基本的な書 ☆アウトラインに沿 ◆前後の文を読ませ，

章を考える。 き方を示し，文章の表 って，文章を書い 段落をつなぐ言葉を

記で誤りがないように ている。 考えさせる。

記述させる。 【書くこと】 ◇説明や段落のつなげ

７ ②前時に考えた段落の ○表記の誤りを見る観点 〈作文の記述〉 方の工夫が見られる

順序をもとに，文章 を示し，読み直しをさ 所を称賛し，今後の～

９ を記述する。 せる。 活動への意欲を高め●段落相互のつながりを意

③書いた文章を読み直 る。識せずに書いている。

○段落をつなぐ言葉を書きす。

加えながら，文章を書い

ている。

①出来上がった作品の ○比喩などのレトリック ☆自分や友だちの文 ◆友だちの作文を見る

三 10 発表会を行い，互い や，紹介する場所のよ 章のよさ，工夫し 視点を確認させる。
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に感想を述べ合う。 さや様子がよく表れて ていることに気付 ◇友だちのよさを具体

②単元の学習を振り返 いることばに着目させ いている。 的に見つけているこ

る。 ながら，お互いの文章 【書くこと】 とを称賛する。

〈発言・付箋紙への記述〉のよさに気付かせる。

●自分の印象による感想を

もっている。

○表現の工夫や分かりやす

い説明など，視点に沿っ

た感想をもっている

６ 本時の指導 （６／１０）

（１）目 標

○ 紹介したい場所のよさがよく伝わるように，段落の並べ方を工夫することができる。

（２）展 開

学 習 活 動 指 導・支 援 評価（☆）

１ 例文を見て，学習のめあてをつかむ。 ○一次で示した例文の段落を入れ替えて，書き直し

た文を示す。

○例文がどのような構成になっているか考えさせ，

そのよさに気付かせる。

紹介したい場所のよさがよく伝わるように，段落の並べ方を工夫しよう

２ 例文をもとに，文章構成を考える手順 ○例文の書き手が，どのような手順で文章の構成を

を知る。 考えたかを話し合わせることによって，活動の見

・好きな順序で並べると，わたしが気に 通しをもたせる。

入っているのがよく伝わりそうだわ。 ○三つの例文を比べさせて，書き手の意図や工夫に

・入り口から順序よく並べて書くと，そ 気付かせる。

の場所の様子が分かりやすそうだな。

☆文章の構成を考える手順を理解している。

３ 段落の並べ方を見直す。 ○並列に並べられる段落，順序を考えた方がいい段

・前時に並べた付箋紙を見直し，段落の 落を整理して，構成を考えるよう助言する。

順序を決める。 ○例文の書き手の工夫を参考にして，ミニ作文をつ

・決めた順序に沿って，前時までに書い なげるために必要なことを確認する。

たミニ作文を並べ，段落をつなぐ言葉

を書き加えたり，つなぎにくい箇所を ☆構成メモを使って，段落の順序を決めている。

削除したりする。

４ 本時の学習を振り返り，グループや全 ○少人数で構想メモを見せ合う相互交流を行った後

体で感想を述べ合う。 に，振り返りの活動に入る。


